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はじめに 

 

本書を手にとって頂いてどうもありがとうございます。 

 

経営やビジネスの世界と「悟りの世界」というものは、これまでほとんど、関連づけて語ら

れることはなかったと思います。 

 

書店のビジネス書籍のコーナーに行けば、経営の実務面やマネジメント、戦略に関わるもの

等や、組織論やマインドのあり方に関するものが主体です。 

一方、悟りの世界は仏教などの宗教書や精神世界のコーナーでは多く目にすると思います

が、ビジネス書としての部類に入るものはまず見かけないのではないでしょうか。 

 

本書はビジネス書というわけではありませんが、悟りの世界と経営・ビジネスの世界との橋

渡しのきっかけになることを企図して執筆しています。 

 

世の中には情報リテラシー、金融リテラシーやメディアリテラシーといった言葉がありま

すが、私はこれからの時代、悟りの世界、悟りの智慧のリテラシーというものは、重要度を

増してくると共に、少しずつ着実に市民権を得ていくものと考えています。 

 

本書では「悟りリテラシー」と呼んでいますが、何か特定の学びや教え、修行などをお伝え

するものではなく、包括的に悟りの世界のエッセンスを素描しています。 

 

私自身はかれこれ 15 年以上、こういった世界を深めると同時に、講座やセミナー、講演、

シンポジウム、個人セッションやコンサル、研修、リトリートなどを開催してきました。 

それらは主に対個人向けのものとして、関心を持っていただいた方にお伝えしてきたもの

ですが、2021 年を迎え、資本主義社会の中で、法人が、組織全体で共有できる時代、また

そうすべき時代に明確に入ってきたと考えています。 

 

私は、悟りの智慧を取り入れた法人、企業体の方が、コロナ以後の VUCA 時代により適応

した変化を創りやすくなっていくと思っています。 

また、結論めいたことを先取りしますと、本来、日本の文化文明と悟りの世界との親和性は

たいへん高く、実は日本人にとって、悟りの社会実装というのは、すんなり馴染みやすいも

のだというように理解しています。 

 

だからこそ日本ならではの役割もあると思いますし、資本主義社会の中心で社会を牽引す

る企業経営者が、「経済活動（お金）と悟り」という、ある意味で俗と聖とも言える両面を
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統合していくことは、パラダイム転換という点で、大きな意味を持ってくるでしょう。 

 

ちなみに本書は、私が実際に東証の上場企業で全社研修をずっとさせて頂いている中での

講義内容も随所に含んでいます。 

場で直接話す時の方が当然ながら共有はしやすいのですが、参考書籍的に、こういう内容の

本があったらいいのにと思いつつも、実際には世の中に特に見当たらないので、自分で書く

ことにした、というのもひとつの背景です。 

 

聞きなれない単語も出てくるかもしれませんが、平易な表現に置き換えてその意味すると

ころの核となる概念を掴めるようにしたつもりです。 

主には経営者層の方を意識して書いていますが、個人事業主や会社員の方を始め、自分の人

生経営という意味では、どなたにでも当てはまるところもありますので、ぜひお気軽に読み

進めてみて下さい。 

 

第四章までは、まずは「悟りリテラシー」を共有するという本書の趣旨のために、現実的な

話よりは、悟りの世界を解体して掴んでいくための本質論が主です。 

 

第五章で悟りの世界と現実の接続となり、概説的に要点を押さえていくことになります。 

悟りとは何か、という本質論を通過してからでないと、その応用編としての内容に進むのが

中途半端になってしまうので、一つずつ悟りの扉を開いて行くような感じで読み進めて頂

ければと思います。 

 

ささやかながら本書をひとつの試論として、コロナ禍以後、凄まじい不可逆変化が加速する

文明史的な転換期に求められてくる日本経済と企業組織の変容について、発展的な未来が

開けていく一助になればと思います。 

 

そして、本書を契機に、志を共にする方々とのご縁が結ばれ、経世済民の世を開くためのさ

らなる議論や実践をご一緒できることを、心から願っています。 

 

 

令和三年（2021 年）一月二十日 

内海昭徳 

 

 

 

 



 

 『経営者のための悟りリテラシー講座』 ©️Lonsdaleite, Inc.  3 

序章 

 

・wisdom2.0@サンフランシスコ 

・企業が悟りを語るなんて 

・「悟りって怪しそう」 

・「あなたは悟ってるの？」 

・「それは”科学的”なのか」 

・「資本主義、欲望、お金」 

・「私なんかにはとてもとても…」 

・「私はエゴのままで楽しい」 

・ティールを超えて 

 

 

wisdom2.0@サンフランシスコ 

 

日本で悟りの智慧を企業に実装することについて私が関心を高めたきっかけの一つは、

2018 年にアメリカのサンフランシスコで開催されたカンファレンスに参加したことでした。 

 

世界最大のマインドフルネス系カンファレンスと言われる wisdom2.0 でエントリースピー

カーとしてスピーチする機会を得ることができ、仲間と共に準備して、拙いながらも英語で

スピーチしてきました。 

 

wisdom2.0 は既に 2009 年から開催され、そこでは、科学・テクノロジーの進化に伴う人間

の意識や精神、存在意義の本質はどうあるべきかという時代的なテーマについて、様々な

wisdom（智慧・叡智）が、多くのスピーカーによって語られます。 

 

シリコンバレーのお膝元らしく、Google や Facebook の幹部層を始め、多くの経営者、研

究者、指導者などが世界 30 カ国から一堂に会します。 

自由闊達な雰囲気の中で、3000 人に上る参加者が繋がり合い、お互いの取り組みからイン

スパイアされるような、まさしく wisdom の世界的プラットフォームのような場でした。 

 

私は wisdom2.0 をきっかけに、パロアルトやサンフランシスコで 1day ワークショップを開

催することができ、Google のマネージャーや、宇宙の始原の仕組みに関心を持つオックス

フォード大学院卒の組織コンサルの経営者等との素晴らしい交流の機会を得ました。 

 

また同じ年の秋、サンノゼで開催された SAND（Science and Non Duality）というカンファ
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レンスに参加したり、翌 2019 年の秋に、パロアルトで開催された Trans Tech Conference 

に出展する企業のサポートとして参画する機会があり、アメリカ西海岸での潮流を肌で感

じることができました。 

 

それら一連の経験から、悟りの智慧を多角的に解き明かしながら、個人、組織、社会の変容

に実用性をもって実装していく流れは、次第に大きく広がっていくだろうという実感があ

りました。 

 

ビッグテックをはじめとするベイエリアの企業群については、色々と話題性に事欠きませ

んが、当面の間、世界の先端産業やシステムを牽引していくことは間違いないと思います。 

 

AI 開発を筆頭とする科学・テクノロジーの進化が止まることはないとしたら、シンギュラ

リティ問題を取り上げるまでもなく、「人間の本質、人間のあり方」という命題に、大きく

振り子を振らざるをえません。 

 

科学が脳や意識、宇宙の仕組みに深く切り込み続け、テクノロジーが人の意識や行動様式、

人生の隅々に入り込み、はては人間の存在意義そのものへの介入度合いまでを深めていく

とき、私たちはどんな智慧をもって、生きる中心軸を整えていけば良いのでしょう。 

 

20 世紀初頭の歴史の歩みもいくばくか進んだこの時節で、数千年前から連綿と連なる先人

の深い叡智を真摯に省みて、それらを現代の智慧と融合させつつ、さらに未来に向けてアッ

プデートしていく、という取り組みは、既に時代の要請になっていると思います。 

 

 

企業が悟りを語るなんて 

 

その際のシンプルなキーワードの一つが「悟り」になると思いますが、それとても既に、個

人の悟りを探求するような段階ではなく、組織としていかに悟りの智慧を共有し活用でき

るか、ということが時代の潮流になって行くと思います。 

それはまた、内的な本質論の学びにとどまらず、前述のように、お金が絡む経済活動の真っ

只中での悟りの実装、ということも意味します。 

 

とはいえ実際のところ、瞑想という一つの習慣や方法ですら、職場にすっと取り入れるには

まだまだ心理的な抵抗があったり、社会の目が気になったりする日本企業の空気感の方が

大多数というのが実情でしょう。そんな中で、そこからさらに進んで「企業に悟りを」とな

ると、いろんな誤解や問題が付きまといかねません。 
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そこでまず、「悟り」という単語につきまとう問題について、以下、いくつかの視点から、

簡単な整理をしておきたいと思います。 

 

ちなみに率直なところ、本書で「悟りリテラシー」と銘打っているものの、「悟り」という

言葉でなくても特に全然構いません。 

むしろ、共有したい本質や目的はしっかり押さえたままで、より適した言葉や表現があれ

ば、そちらの方が良いと思います。 

 

「悟り」という言葉が連想させるイメージ、しかも人によって受け取り方にかなり幅がある

この言葉は、正直なところ、少々使いづらい言葉だとさえ思っています。 

 

また、漢字の当て方も「覚り」あるいは「達り」という表記もあり、似たような意味合いで

括られる言葉でいうと、意識変容、気づき、覚醒、次元上昇、英語で言えば Awakening や

Enlightenment など、色々あります。 

ゾーン体験やフロー状態というとまだしもハードルは低いかもしれませんが、ビジネスシ

ーンでこういったことに言及しようと思えば、単語表現を何かしら工夫しなければいけな

いという、ある意味で余計な配慮も、当面は必要かもしれません。 

 

そういった事情を踏まえながらも結局、やはり「悟り」という言葉が含み持つ本意が、本書

で皆さんと共有したい概念を表すのに一番わかりやすくて良いと思い、この言葉を使うこ

とにしています。 

 

本書を手にとってくださっている方は、「悟り」という言葉に、おそらく前向きなイメージ

を持っていると思います。 

しかし社会一般的には、身の回りで普段「悟り」という言葉を使うことが当然のように受け

入れられ、日常会話に出てきたりするかというと、そうではないでしょう。 

特に企業の仕事の現場で「悟り、悟り」と普通に使ったら、まだまだ変な目で見られると思

います。 

 

そういう社会の空気になっている理由はいくつか考えられますので、序章では以下、代表的

なものを踏まえておきましょう。同時に、それぞれについて本書での見解も示しておきま

す。 
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「悟りって怪しそう」 

 

① 悟りといえば、宗教や精神世界の系統の人が扱うもので、どことなく怪しいイメージが

ある。ある世代以上の日本人は新興宗教が起こした事件の記憶などもあり、組織で悟り

の世界に関心を抱くことの拒絶感がある。 

ましてや企業や経営者が悟りを公言して語るのは、社会的リスクや風評被害も負いかね

ない。 

 

これはどうしてもつきまとう問題だと思います。ですから、個人的に関心を持つ人は増

えている時流はあっても、悟りの世界が企業組織に全社的に共有されるリテラシーとな

るのは、実際まだまだ簡単ではないでしょう。 

 

一方、後でも触れますが、例えばアメリカ西海岸、ベイエリアの経営者や大学の研究者

などは、一般論としてそういった社会的印象があることは当然ながら承知の上で、悟り

の学術的な研究や自社への活用の可能性を非常に貪欲に探求しています。 

 

私の友人知人で俗に日本のトップクラスと呼ばれる大学の研究者たちも、悟りの概念と

いうものを含みもった上で、様々な学術研究に取り組んでいます。 

AI を中心としたテクノロジーの開発と意識科学の結びつきもあり、むしろ大学の理工

系の先端研究者にとって、悟りの世界はもはや馴染みのある領域とも言える状況になっ

ている感があります。 

 

  またマインドフルネスの広がりやティールの組織論の柱とも言えるインテグラル理論 

を見ても、その本質は悟りの世界と決して切ってきれないものです。 

近年の意識変容や組織変容の潮流を煮詰めていくと、結局のところ悟りの精髄と向き

合わざるを得ないと思いますし、経営者の中には、関心は高いけれど表立ってダイレク

トには口にしない、という方も多いのではないかと思っています。 

 

しかし、そうであるなら、その精髄を早く取り入れて、時代の先端を開く立ち位置を選

ぶ、という選択肢は、ひとつの賢明な方向性ではないかと思うのです。 

 

イノベーター理論で有名なスタンフォード大学のエベレット・M・ロジャースの分類で 

は次のように整理されていますが、「企業に悟りを」という趣旨に共感し踏み込む方は、

1 のイノベーター：革新者のポジションになると思います。 

 

1. イノベーター（Innovators）：革新者 

https://www.macromill.com/research-words/innovators.html
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2. アーリーアダプター（Early Adopters）：初期採用層 

3. アーリーマジョリティ（Early Majority）：前期追随層 

4. レイトマジョリティ（Late Majority）：後期追随層 

5. ラガード（Laggards）：遅滞層 

 

 

「あなたは悟ってるの？」 

 

② 悟りを語り、それを活かすなら、そもそも自分が悟っていないとできない 

 

これはもちろん一理ありますし、人生をかけて真摯に悟りの道を探求し、修行されてい

る方などからすれば、軽々しく悟りの智慧などと語るな、と言いたくなるかもしれませ

ん。 

 

例えば厳しいお寺のように、一日 24 時間の自分のあり方を根本から整え、何年、何十

年にも及ぶ修行や修養を重ね、自分が到達した境地から、ようやく少しずつ悟りを人に

説くべきだ、という考え方があるとして、それは伝統的な枠組みからすれば本筋だと思

います。 

 

そうなると私も、こんな本を書く資格があるのかと問いただされるかもしれませんが、

私は私なりに到達した道と、私なりの考え方と目的で、この本を書いています。 

 

そもそも論としていうと、悟った、悟っていないという実証や議論自体は袋小路に入り

やすいむつかしさがあり、悟った人、という合意自体を客観的に整理したり明らかにし

きれるものなのかどうかは、まだまだこれからのテーマです。 

 

近年は、科学や学術の視点から、脳神経や脳内ホルモン、脳波や血流の状態の変化など

から、悟ったと言われる悟り経験者の共通項を客観化するような専門研究も見聞きしま

す。 

 

そういった研究はどんどん深まっていくと思いますが、本書はそういった研究書ではあ

りませんし、悟りに至る道や方法論を伝えるものではありません。 

個人的に悟りや覚醒を求めて研鑽を重ねることは、それはそれでもちろん素晴らしいと

思いますが、本書は悟りを目的としての議論がしたいものでもありません。 

 

あくまでも、言語表現と論理の道筋が示す概念によって、共有可能な「悟りリテラシー」

https://www.macromill.com/research-words/early-majority.html
https://www.macromill.com/research-words/late-majority.html
https://www.macromill.com/research-words/laggards.html
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を向上させ、それを企業に実装し、実社会に活かす道を見出すことを目的としています。 

 

また、悟りの経験や覚醒体験と呼ばれるものは、どうしてもその人の属人的な主観の領

域を超えるのがむつかしいため、誰か特定の人の悟りを万人共通のものにしようとする

と、その妥当性には疑問符がつきまとってしまいます。 

 

結果として、どんなにある優れた方法論の効果や再現性を追求したとしても、その方法

論が万能の如く社会に受け入れられるかはまた別の話となります。 

当然ながら人によって向き不向き、好き嫌いもありますし、ある集団内では浸透してい

るとしても、外から見たら受け入れがたくなったりすることもあります。 

 

シンプルに例えれば、何か一つの救世主的な教えの登場によって、あらゆる組織、全て

の人類がそれで覚醒する、などという映画のような事態はありえないでしょう。 

私はむしろ逆に、多様な悟りの方法論や切り口があった方が、それらが寄り集まり、重

なり合い、織り成しあうことができ、その多様性が相乗効果を生み進化を加速させると

考えています。 

 

そのための羅針盤として、人類社会においては、数千年に渡り様々な覚者と呼ばれる人

や悟りの智慧の伝承があるのですから、素直にそこを紐解き、さらに深めて発展させる

ことが、まずもって取り組みやすいところではないでしょうか。 

 

そうして、はじめに、でお伝えしたように、「何か特定の学びや教え、修行などをお伝え

するものではなく、包括的に悟りの世界の共通のエッセンスを素描する」とした方が、 

企業としては受け入れやすいと思います。 

そしてその上で、あるいはそれと同時並行で、個人それぞれ自分に合った個別の悟りの

道を深めてみられるのが良い、というのが、私のスタンスです。 

 

ですから本書の内容の主眼は、悟りの智慧のエッセンスを共通概念として掴み、企業に

実装し、社会に役立てる可能性を押し開くことに置いているのです。 

 

とはいえそれでも、本書での悟りの解釈自体も著者の特定の主観だろう、という指摘が

あれば、論理的には、それは当然その通りですね、ということになります。 

 

ですから本書をひとつの試論として頂きたい、ということで受け止めて下さい。 
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「それは”科学的”なのか」 

 

③ 悟りは、科学のような反証性、再現性に欠け、非科学的で受け入れがたい 

 

それは科学なのか、哲学なのかという問い、あるいは科学と宗教、科学とスピリチュア

リティの統合はいかにして可能なのか、という問いに、誰もが簡単に納得できる答えを

提示することは容易ではありません。 

 

脳神経科学を筆頭に、悟りを科学的に解き明かそうと試みるような研究は今後さらに進

んでいくと思いますが、多くの専門的知見を必要とする、分野横断的な大変なテーマに

なるでしょう。 

ここでは、細かな議論に踏み込む代わりに、そもそも「科学とはどういうものなのか」

という問いについて、ひとつの見解を引用しておきたいと思います。 

 

イタリアの物理学者のカルロ・ロヴェッリの言葉です。 

 

“科学が信用に値するのは、科学が「確実な答え」を教えてくれるからではなく、「現時

点における最良の答え」を教えてくれるからである。 

私たちは科学をとおして、差し当たっての最適解を手に入れる。 

科学という鏡には、様々な問題と向き合うための最良の方法が映し出されている。 

科学はつねに、知に再検討を加え、知を更新していこうとする。 

こうした性格があるからこそ、私たちは科学を信じ、科学が「目下のところ利用可能な

最良の解」を示していると判断できる。 

もし、それよりさらに優れた解が見つかれば、その新しい解が科学になる。”  

 

邦訳『すごい物理学講義』p262 

 

  科学とは、という問いに対して、現代物理学界を代表するロヴェッリのこの姿勢が私に 

はとてもしっくりくるのですが、いかがでしょうか。 

悟りを科学し、それを社会実装する、という姿勢もまた、柔軟に、このようなものであ

って良いのではないかと思います。   

 

社会に役立てるための知を更新していく上では、理系、文系の垣根もなく、「目下のと

ころ利用可能な最良の解」を深め続けることが、今後、より大切になります。 

また、アカデミズムの学術的な専門家だけでなく、民間の多様な研究者や実践者、経営

者、プラクティカルリーダーなどとの、様々な掛け算が有効になるでしょう。 
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そうして、悟りの智慧を深めることを共に「楽しむ」という姿勢が、より発展的な未来

につながって行くと思います。 

    

 

「資本主義、欲望、お金」 

 

④ 悟りは現実社会から離れていて、資本主義の中で役立てられるものとは思いにくい 

 

これは、特に、厳格な悟りの探求者について言えば、やはりその通りだと思います。 

私がこれまでに出会った人の中でも、この現代社会ではちょっと考えられないような修

行、人によっては精神錯乱を起こすレベルのことをされている方もいました。 

 

一方で前述の通り、悟りをより客観的に、学術的に、実用的に捉えて、現実社会に活か

そうとしている人々は着実に増えています。 

 

また例えば、資本主義社会の経済活動、企業の売り上げ、お金の論理、といったことは

世俗的なことで、悟りというものは人間の欲望や損得勘定が絡むビジネスの世界から超

然としたものであるべきだ、というのは、ひとつの見解としてあるかもしれません。 

 

しかし、コロナ禍以後の経済崩落と、それに伴い仕事、収入、生活、人生が激しく不安

定になり苦しい状況に置かれる人が激増している状況を見れば、お金を豊かに循環させ

られることは現実社会において何より大事で、本来であれば富の創造と循環を起こす企

業の取り組みは最大の社会貢献でしょう。 

 

第 5 章で触れますが、お金は人の命、人の人生、人の生きがいと直結する側面を持つも

のである以上、「経営者の悟道」というものが、本来はずっと必要だったのではないか

とさえ思うのです。 

 

もちろん実業自体はそんな綺麗事ではすまないことが多々あるとしても、少なくとも経

営者の意識変容がより高みに行くほどに、経済社会もより豊かに幸せに満ちたものにな

っていく可能性は多いにあると思います。 

 

そうならば、悟りリテラシーの向上を通して小欲ではなく大欲を有した経営者が何らか

の新たな智慧を経済活動に反映させることは、資本主義社会のパラダイム転換を考える

上で大いに意義のあることでしょう。 
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「私なんかにはとてもとても…」 

 

⑤ なにやら高尚で私には縁遠い。 

 

「悟りなんて高尚で、お釈迦さまみたいに特別な人が得たものなのだから、私なんかに

は縁遠い世界です。」 

悟りについて、こういう素朴な心情を聞く機会が私はしばしばありました。また、普通

に日々を生きていて、悟りたい、と心から本気で思い、そのための実践をずっと継続す

る人はほとんどいないと思います。 

 

欲をおさめ、自我を抑え、静かに真理の探究へと精進しているようなイメージで悟りの

世界を捉えたら、自分の日常生活とは全く繋がらないでしょう。 

ましてや日々、刻々と、大小いろいろな業務に忙殺される企業活動の中では、悠長に悟

りを探求しているヒマなどありません。 

 

これらについては、「悟りをどう捉えるか」ということについて、視座の違い、というポ

イントで考えておきましょう。 

 

私は、悟りの世界は良い意味で、もっと世俗的、一般的であって良いと思っています。 

 

理由はシンプルで、悟りの智慧があった方が、人生のいろんな局面で大いに役に立ちま

すし、より良い人生を送るための貴重なツールであることを実感しているからです。 

抽象度の高い世界ではあるものの、普遍的であるがゆえに、汎用性はものすごく高いと

いう側面もあります。 

 

ですから、高尚だとか低俗だという価値基準ではなく、身近な日々の暮らしや人生や社

会を、より良いものにするものかどうか、という視座で捉えてみて頂きたいのです。 

 

単純な結論としては私は、悟りの智慧があった方が、それがない生き方よりも、より人

間として色々な面で幸せに豊かになりうると考えています。 

 

ですから、悟りの探求は尊く高尚なものだという印象があるとして、それはそれで理解

できますが、それとは別に、悟りは自分と社会にどんな価値をもたらしうるか、という

視座を重視してみて頂きたいのです。 
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「私はエゴのままで楽しい」 

 

⑥ 別に悟りたいと思わない。今のままで十分だしエゴでも楽しい。 

 

こういう観点に対してはまず、率直に言って、それならそれでも全然良いと思います、

というのが大前提の私の見解です。 

その人の日常や人生観、死生観の中に、悟りというものが入り込む余地がほとんどない

ならば、何に価値を見出し、何を楽しいと思うかは、その人の自由意志でしょう。 

 

もちろん、エゴがもたらす問題が多発して、自分を苦しめたり人や社会に迷惑をかける

ようなことがあれば問題ですが、だからと言ってその人に即、悟りが必要だということ

になる訳でもありません。 

悟りに限らず、人にはそれぞれの学びの内容や人生のステージがあると思いますので、

基本的にその人のその時々の選択や課題を尊重するべきだと思います。 

 

一方で、発達心理学やマズローの欲求段階説、あるいは禅の悟りの階梯に見られるよう

に、人間の意識や精神には、ある程度段階的に整理区分できるような、階層というもの

があります。 

 

ひとつ大事なことは、段階が上がったから優れているとか進化している、というわけで

はないということです。段階が上がっても、それ以前の段階は内包していますし、時に

そこに下りたり戻ったりすることもあります。 

 

言葉を変えるなら、意識の段階が進み拡張されると合わせて、多様な段階を自在に行き

来する自由度が上がる、と言えると思います。 

 

エゴの世界や人間の本能的欲求の世界にはもちろんその階層での楽しみも価値もあり

ますが、そこにずっと留まらず、それだけではない世界を少しずつ、開いてみる。 

そうするとそこに、もっと奥深く味わい深い楽しみや喜び、より奥底からの生きがいが

見出せてくるかもしれません。 

 

単純に考えても、自分のエゴの喜びのためだけに生きるより、大切な人や周りの人が笑

顔になり、その喜びを共有できる方が、心の充足感は高まると思います。 

そういう意味からも、悟りの智慧は、より自由に自在に、自分の心の器を大きく広げ、

生きる価値を豊かに充実させてくれる、最善のツールとも言えるでしょう。 
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ティールを超えて 

 

では、悟りにまつわるこういった旧来的な見方がひとまず解かれていったとして、悟りと企

業の接点について一つ触れて、本章を終えたいと思います。 

 

企業経営、あるいは経営者の役割と悟りの智慧とがどのようにカチッと噛み合って最良の

効果を発揮していくのかについては、何しろ適当な先例と呼べるものが過去の歴史に見当

たらないので、確証的なことが言えるわけではありません。 

 

しかし、悟りの智慧が持つ「汎用性の高さ」というものは私自身、自分の人生経験としても、

それを共有した仲間や人々、組織のありようを見ても、確実にオススメできるものです。 

 

だからこそ企業組織と経営者がそれを実装することを目下のミッションとしているのです

が、ひとくちに経営者と言っても、会社の規模も違えば役割も違い、また会社ごとの特質も

当然ながら全く異なります。 

 

実際は、本書でこのあと共有する悟りリテラシーの 5 つの柱を中心に、どのような視点、ど

のような角度でそれぞれの企業に役立てられるかは、都度、創意性をもって時流と共に生み

出していくことになるでしょう。 

 

その前提で、一つ言及しておきたいことは、近年、組織経営に携わる人であれば程度の差こ

そあれ誰もが意識したであろう、ティール組織論についてです。 

 

ティールの英語原著は 2014 年、日本語版は 2018 年 1 月に発刊で、2018 年はいろんなとこ

ろで話題になっているのを見聞きしました。が、その後日本でティール型組織の社会実装は

どれくらい、どのように進んでいるのかについては、本の注目度の高さと比べて、低調な印

象があります。 

 

2020 年は特にコロナ問題の対応に揺れに揺れた一年だったこともあり、ビジネス書で話題

になるものを見ることもありませんでしたが、ティールの本が撒いた種は、日本の経営シー

ンの中でだいぶ埋まってはいるのではないかと私は思っています。 

 

実際は本の分量も多く、内容も多岐に渡るため、全体を消化しづらい面もあり、部分的な参

考にするくらいにとどまっているのかもしれません。 

 

私としては、組織変容は構成員ひとり一人の意識変容があってこそ、と考えているので、テ
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ィールの組織論と合わせた意識変容のメソッドや方法論について、企業の経営者や人事担

当の人々がどんな議論をしていたのかという点に関心があります。 

 

ティールのような自律的な生命組織モデルは、一つの組織論の理想として理解はできても、

実際に組織に浸み込ませることはむつかしいだろうと思うのです。 

なぜなら、外形としてのシステム的な組織論とは別に、ティールの鍵は、結局一人ひとりの

意識の変容にかかってくるために、実際には学び、気づき、主体的な変容を継続発展させる

必要があります。 

 

けれども、それを元々の企業理念やビジョンとも調和させながら、全体として認識と歩調を

合わせることにリソースを割きつづけるような手間は、普通、かけたくないと思うのではな

いでしょうか。 

社内での共通の研修や学びの場を継続したからと言って、資本主義の効率性のモノサシか

ら見た数字業績に、即時反映されるかどうかも分かりません。 

 

企業体である以上、基本的には業績を出せなければそもそもの存在意義がありませんが、一

方で、単に労働力の提供とその対価としての給与、といった契約関係を超えた「非合理の価

値」が、組織の見えざる力であったりします。 

 

それは会社への帰属意識だったり、誇りだったり、仲間との絆や信頼だったり、ひいては自

らの「生きがい」と結びつくものになります。そして、その組織において人生を送る自分自

身の人生観、死生観というものにまで繋がってくるものでしょう。 

 

そういうことも踏まえると、「組織は人なり」との格言の通り、組織変容には個々の意識変

容が直接的に、そして密接に繋がってきますし、もう一歩踏み込んだところで言うなら、や

はりトップの意識変容が構成メンバーの意識変容、ひいては組織全体の変容をもたらす最

大のファクターである、と言えると思います。 

 

リーダーの器が組織の器を決める、ということは、一般論としても、私の実体験としても、

経験則的にほとんど疑いようのない事実です。 

そこで、リーダーの器、あるいは人の器、ということを考えるとき、意識の発達段階の先を、

ティールではどのように見据えているのでしょうか。 

 

『ティール組織』の中で「付録②ティールを超えて」という一節にある「統一意識」にいつ

いての次の言及は、充分に注目に値するでしょう。 
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「（略）大半の精神的な伝承や神秘的な伝承は、私たちの意識が絶対的なもの（「神」「完全

性」「全存在の基礎」「虚無」などさまざまな表現で言及される）と融合するときに、そのよ

うな終着点（それは当然全く新しい何かの出発点だと思われる）が現れると考えているよう

だ。 

（中略）統一意識は悟りであり、明瞭な見通しと深い思いやりを持っている。さまざまな伝

承の中でこの段階に到達した人々の物語は、彼らが二元性を完全に超越していることを示

している。 

（中略）時間の制約の中にも、無限の中にも生きており、空間も時間もない視点から今ある

現実を見ている。」 

 

こう明記されているように、ティールを超えた組織、ということを想定したとき、その一つ

の大切な要素が、ここでいう「統一意識」、つまりは悟りの領域になります。 

 

であるなら、ティール的な組織を目指すにしろ、その先を目指すにしろ、「統一意識」や「悟

り」という世界は、企業でもやはり射程に入れざるを得ないでしょう。 

 

ビジネス書の世界的ベストセラーにこのような方向性が明示されているこの時代、悟りの

智慧をリテラシーとして得るなら、その要諦はどのようなものなのか、そしてそれは、どの

ように新たなパラダイムの種となりえるのか、ということに、真正面から取り組む準備は、

既に時代が整えてくれているのです。 

 

もちろん悟りリテラシーを高めることの意味は単に組織論の話にとどまりませんが、一つ

の時流の象徴として踏まえておいた上で、ここから先、イノベーターたちの新たな道を、扉

を開きながら解き明かしていくように進んでみたいと思います。 
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